








 

本研究班は，個々の施設での遺伝相談のレベル向上とともに,遺伝相談施設間でのネットワ

ーク,心身障害対策の他の分野との有機的関連などシステムとしての遺伝相談のあり方の

検討を目的として研究をすすめてきた。本年度は,将来組織されてゆくであろう遺伝相談ネ

ットワークの一つの方向を示唆し,現在の到達点を明らかにしておくことを目的として,過

去 3年間の研究を「遺伝相談ガイドブック」としてまとめる作業を行った。厚生省班研究

の報告書を「ガイドブック」とした所以は,厚生行政関係者や遺伝相談事業に関係するもの

が共通の指針として共通の目的に向って悩める人々のために手にとってただちに利用しう

るものをまとめることが,何よりも必要と思われたからである。本ガイドブックについては,

この報告書に別添されるので,ここでは,ガイドブック作成にあたって,特に問題となった

いくつかの点について触れるにとどめる。 


